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メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク
ン
で
開
か
れ
た
昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
は
、
次

期
枠
組
み
に
関
す
る
京
都
議
定
書
参
加
国
と
米
中
を
は
じ
め
と
し
た

非
参
加
国
と
の
溝
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
持
続
可
能
な
世
界
に
向

け
て
一
刻
も
早
い
低
炭
素
化
が
必
須
と
し
た
議
論
で
は
少
し
ず
つ
な

が
ら
前
進
が
見
ら
れ
た
。
国
際
機
関
が
描
く
脱
炭
素
社
会
へ
の
シ
ナ

リ
オ
に
お
け
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
を
概
観
す
る
。

　

▼
持
続
可
能
な
世
界
へ
不
可
欠
な
政
治
と
政
策
の
か
じ
取
り

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ

り
、
２
０
０
９
年
の
世
界
全
体
に
お
け
る
電
力
需
要
は
、
前
年
比
で

1.6
％
下
が
り
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
の
減
と
な
っ
た
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
は
第
二
次
大
戦
以
降
、
単
調
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

(

Ｉ
Ｅ
Ａ)

に
よ
る
と
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
年
率

1.5
％
で
増
え
続
け
、
２
０
３

０
年
に
は
今
日
と
比
べ
て
石

油
を
22
％
、
ガ
ス
を
42
％
、

石
炭
を
53
％
余
分
に
使
う
こ

と
に
な
る
。
先
進
国
は
も
と

よ
り
開
発
途
上
国
に
お
い
て

も
、
持
続
可
能
な
社
会
を
求

め
る
立
場
は
同
様
だ
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
見
る
限
り

で
は
現
状
の
ま
ま
で
は
明
ら
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か
に
不
可
能
と
い
え
る
。
世
界
が
求
め
る
低
炭
素
あ
る
い
は
脱
炭
素

社
会
に
向
け
て
か
じ
を
切
る
に
は
、
各
国
に
お
け
る
政
治
と
政
府
の

役
割
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
議
論
に
よ

れ
ば
、
今
か
ら
90
年
後
、
２
１
０
０
年
の
大
気
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度

を
４
５
０
ppm(

現
在
３
８
０
ppm
、
産
業
革
命
以
前
２
８
０
ppm)

に
抑

え
れ
ば
温
度
上
昇
は
約
２
℃
で
収
ま
る
見
通
し
。
そ
の
た
め
に
は
２

０
５
０
年
の
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
を
現
在
の
半
分
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
こ
の
試
算
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
取
り
ま
と
め
、
「
ブ
ル
ー
・
マ
ッ
プ
・
シ

ナ
リ
オ
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
今
の

倍
に
膨
ら
む
炭
酸
ガ
ス
排
出
を
半
分
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け

で
、
半
端
な
努
力
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
厳

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

▼
５
０
年
１
２
０
０
Ｇ
We
に
Ｉ
Ｅ
Ａ
「
ブ
ル
ー
マ
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
」

　　

現
在
約
３
７
０
Ｇ
We
の
原
子
力
は
３
倍
以
上
の
１
２
０
０

Ｇ
We(

１
０
０
万
㎾
の
設
備
１
２
０
０
基
分
に
相
当)

と
な
り
、
シ
ェ

ア
は
14
％
か
ら
24
％
へ
拡
大
す
る
。
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
お

よ
そ
４
分
の
１
を
原
子
力
が
占
め
る
―
と
い
う
の
が
ブ
ル
ー
マ
ッ
プ

の
２
０
５
０
年
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
原
子
力
の
増
加
が
顕
著
な

の
は
中
国
と
イ
ン
ド
で
あ
り
、
設
備
容
量
で
は
世
界
の
原
子
力
の
約

３
分
の
１
が
両
国
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
ブ
ル
ー
マ
ッ
プ
で
は
原
子
力
の
拡
大
を
示
唆
す
る
一
方

で
、
原
子
力
の
倍
の
発
電
量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
設
備
容
量
で
は
原
子
力
の
10
倍
に
相
当
す
る
再
生
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可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
疑
問

で
は
あ
る
。
原
子
力
の
導
入
を

さ
ら
に
高
い
２
０
０
０
Ｇ
We
、

シ
ェ
ア
38
％
と
想
定
し
た
ケ
ー

ス
で
も
、
ほ
ぼ
同
量
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
し
、
残

り
の
約
２
割
を
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
含
む

化
石
燃
料
が
賄
う
―
と
し
て
い

る
。
言
い
換
え
る
と
発
電
分
野

で
は
、
脱
炭
素
の
主
軸
と
し
て

の
原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
期
待
が
非
常
に
大
き

い
と
い
え
る
。

　

２
０
５
０
年
の
原
子
力
設
備

容
量
が
１
２
０
０
Ｇ
We
へ
拡
大

す
る
こ
と
に
伴
う
炭
酸
ガ
ス
排

出
削
減
量
は
約
27
億
ｔ
に
上

る
。
う
ち
12
億
ｔ
は
中
国
、
５

億
ｔ
は
イ
ン
ド
、
4.5
億
ｔ
は
米

国
に
お
け
る
削
減
分
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
国
で
の
原

子
力
導
入
に
よ
る
削
減
効
果
が

大
き
い
。
１
２
０
０
Ｇ
We
に
向

け
て
お
よ
そ
毎
年
大
型
炉
25
基

の
増
設
が
必
要
と
な
る
が
、
過
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去
１
９
７
０
年
代
に
は
年
間
30
基
程
度
の
着
工
と
い
う
年
が
何
年
か

あ
り
、
歴
史
的
に
も
可
能
な
数
字
と
い
え
る
。
ま
た
今
日
現
在
、
世

界
で
約
60
基
の
原
子
力
が
建
設
中
で
、
う
ち
25
基
は
中
国
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
。
世
界
的
に
製
造
能
力
の
一
層
の
増
強
が
必
要
と
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
が
、
現
在
の
原
子
力
開
発
状
況
か
ら
は
実
現
可
能
な

範
囲
と
い
え
る
。

 　

▼
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
優
位
性
を
確
認

　

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
ブ
ル
ー
マ
ッ
プ
を
通
じ
世
界
の
低
炭
素

化
に
お
け
る
原
子
力
の
優
位
性
を
認
め
て
お
り
、
昨
年
６
月
に
は
国

際
原
子
力
機
関(

Ｎ
Ｅ
Ａ)

と
共
同
で
原
子
力
版
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
原
子
力
の
技
術
開
発

推
進
に
向
け
た
基
本
的
考
え
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　

① 

原
子
力
は
よ
り
広
範
の
導
入
が
可
能
な
成
熟
し
た
低
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
で
あ
る
。

　

② 

ブ
ル
ー
・
マ
ッ
プ
・
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
２
０
５
０
年
ま
で

に
１
２
０
０
Ｇ
We
、
発
電
シ
ェ
ア
24
％
を
目
標
と
す
る
。

　

③ 

こ
の
大
増
設
に
は
大
掛
か
り
な
技
術
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を

必
要
と
し
な
い(

軽
水
炉
で
対
応
可
能)

。

　

④ 

増
設
の
障
害
は
技
術
的
な
も
の
で
は
な
く
、
主
に
政
策
、
産
業
、

財
政
上
の
も
の
で
あ
る
。

　

⑤ 

長
期
的
に
は
原
子
力
を
主
力
と
し
た
技
術
開
発
が
必
要
で
あ

る(

高
速
炉
な
ど)

。

　

⑥ 

各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
で
原
子
力
へ
の
明
確
か
つ
安

定
的
な
コ
ミ
ッ
ト
が
前
提
で
あ
る
。

　

⑦ 

資
金
調
達
が
大
き
な
問
題
で
、
民
間
投
資
へ
の
政
府
支
援
が
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必
要
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

⑧ 

ブ
ル
ー
・
マ
ッ
プ
・

シ
ナ
リ
オ
に
従
え
ば
、

原
子
力
プ
ラ
ン
ト
製
造

能
力
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
倍
増
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

⑨ 

既
存
の
ウ
ラ
ン
資

源
は
、
迅
速
な
生
産
開

始
が
可
能
で
あ
る
な
ら
、

２
０
５
０
年
ま
で
は
十

分
で
あ
り
、
そ
の
間
に

追
加
の
資
源
開
発
も
期

待
で
き
る
。

　

⑩ 

高
度
の
技
術
者
と

熟
練
工
の
大
幅
な
増
員

が
求
め
ら
れ
る
。

　

⑪ 

使
用
済
み
燃
料
と

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
処

分
施
設
の
建
設
及
び
運

転
を
進
捗
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

　

⑫ 

保
障
措
置
と
物
的

防
護
対
策
は
保
全
さ
れ

る
べ
き
で
、
必
要
な
場

合
に
は
強
化
す
る
必
要
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が
あ
る
。
地
域
的
な
対
応
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

⑬ 

第
四
世
代
の
原
子
炉
と
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
改
善
さ
れ
た
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
経
済
性
、
拡
散
抵
抗
性
、
安
全
性
や
信
頼
性
を

２
０
５
０
年
以
前
に
提
供
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

主
に
米
国
で
は
、
１
９
７
０
～
８
０
年
代
に
原
子
力
は
大
き
く
成

長
し
た
が
そ
の
後
新
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
産
業
の
製
造
能
力
と
熟

練
し
た
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
今
後
、
飛
躍
的

な
原
子
力
拡
大
を
進
め
る
世
界
各
国
に
お
い
て
は
、
原
子
力
の
建
設

に
要
す
る
資
金
は
大
き
く
、
ま
た
期
間
も
長
い
。
政
策
、
規
制
、
建

設
、
市
場
の
変
化
に
よ
る
原
子
力
投
資
の
リ
ス
ク
は
、
民
間
に
と
っ

て
あ
ま
り
に
大
き
く
、
借
り
入
れ
保
証
の
よ
う
な
政
府
支
援
が
必
要

と
な
ろ
う
。
電
力
や
炭
素
市
場
は
、
原
子
力
投
資
へ
の
妥
当
な
リ
タ
ー

ン
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　

▼
Ｉ
Ｅ
Ａ
・
Ｎ
Ｅ
Ａ
予
測
で
も
原
子
力
は
最
小
コ
ス
ト
手
段

　　

原
子
力
の
経
済
性
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
と
Ｎ
Ｅ
Ａ
は
５
年
に
１
度

「
発
電
コ
ス
ト
予
測
」
を
行
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
２
０
１
０
年
度

版
が
昨
年
５
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
心
の
調

査
に
よ
る
分
析
で
、
世
界
を
北
米
、
欧
州
、
太
平
洋
ア
ジ
ア
の
３
地

域
に
分
け
て
原
子
力
、
石
炭
、
ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
コ
ス
ト
を
示
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
原
子
力
の
優
位
性
を
認

め
て
い
る
。
炭
素
価
格
を
１
ｔ
当
た
り
30
ド
ル
と
し
て
火
力
発
電
コ

ス
ト
に
下
駄
を
は
か
せ
て
い
る
が
、
こ
の
値
と
将
来
発
生
す
る
費
用

の
割
引
率
（
現
在
価
値
換
算
率
）
に
よ
り
原
子
力
の
優
位
性
が
乏
し

く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
結
論
と
し
て
は
、
原
子
力
は
実
証
済
み
の
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技
術
で
あ
り
、
財
政
コ
ス
ト
が
含
ま
れ
る
な
ら
、
低
炭
素
社
会
を
実

現
す
る
最
小
コ
ス
ト
の
手
段
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
大
部
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
は
原
子
力
の
役
割
を
認
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
と
Ｎ

Ｅ
Ａ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
シ
ナ
リ
オ
の
も

と
で
２
０
５
０
年
に
原
子
力
は
１
２
０
０
Ｇ
We
、
シ
ェ
ア
で
24
％
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
原
子
力
の
推
進
に
は
、
○
政
府
に
よ
る
長
期
の

コ
ミ
ッ
ト
、
○
建
設
期
間
と
予
算
が
計
画
通
り
に
収
ま
る
こ
と
へ
の

実
証(

特
に
米
国)

、
○
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
貯
蔵
施
設
の
建
設
、

○
公
衆
の
実
質
的
な
参
画
、
○
建
設
資
金
、
熟
練
作
業
者
、
原
子
力

能
力
に
対
す
る
措
置
―
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
大
幅
の
技

術
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
は
、
今
す
ぐ
に
は
必
要
な
い
が
、
第
四
世
代
技

術
や
先
進
的
な
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
は
遅
か
れ
早
か
れ
必
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　

今
世
紀
中
葉
に
か
け
て
、
建
て
替
え
も
勘
定
に
入
れ
れ
ば
世
界
で

１
２
０
０
基
、
毎
年
25
基
の
原
子
力
建
設
が
あ
る
―
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
日
本
の
技
術
、
特
に
ハ
ー
ド
の
性
能
は
自
他
と
も
に
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
巨
大
な
世
界
市
場
へ
の
期
待
は
大
き
い
が
、
原
子

力
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。
世
界
に
通
用
す
る

合
理
的
か
つ
有
効
な
規
制
を
含
め
て
の
痛
み
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
自

己
批
判
と
変
化
が
本
年
早
々
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う

で
な
い
と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
レ
ク
イ
エ
ム
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
お
わ
り
）

 

松
井
一
秋　

１
９
７
１
年
東
京
大
学
大
学
院
原
子
力
工
学
修
士
課
程
修
了
後
、
㈶
エ

ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
入
所
。
２
０
０
６
年
よ
り
理
事
。
東
京
工
業
大
学
特
任

教
授
、
日
本
原
子
力
学
会
副
会
長
を
歴
任
。
２
０
０
８
年
12
月
か
ら
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｎ

Ｅ
Ａ
の
原
子
力
開
発
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
検
討
委
員
会
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
委
員
長
。


